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交差点における交通事故は全事故数の約半数を占めており，その多くを出会い頭事故が占めている．こ

の要因として，交差点周辺の見通しの悪さが挙げられている．本稿では，モバイルマッピングシステムで

取得された三次元点群情報を用いて一般車両と大型車両のドライバ視点からの見通しの評価手法の検討を

行った．検討では，各対象の視野内にどの程度死角が存在しているのかを交差点の数十m手前から連続的
に数値化した．その結果，流入部毎に異なった視点からの見通しの評価が可能であること，一般車両と大

型車両とでは交差点から離れた地点では大型車両の視点の方が死角を多く含む可能性があることを示した． 
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1. はじめに 
 
高度な道路交通サービスの提供を目指すにあたり，連

続した道路及び道路周辺空間の三次元情報の整備が必要

とされている．三次元情報の整備により，道路構造の把

握や評価のみでなく，道路の見通しや走りやすさなど安

全面の評価が可能となると考えられる． 
現在，交差点周辺の交通事故件数は全体の約半数を占

め，その多くが出会い頭事故となっている1)．出会い頭

事故の発生要因には交差点における見通しの悪さが挙げ

られており，交差点の構造上の問題が挙げられている． 
本稿では交差点の安全面の評価手法として，モバイル

マッピングシステム(以下，MMS)で取得した三次元点群
情報(以下，点群データ)を用いてドライバ視点から交差
点周辺の見通しによる評価手法の検討を行った．  
 
 
2. MMSと点群データ 
 

 MMSは車両にレーザスキャナやGNSSアンテナ，カメ
ラなどの各種センサを搭載し，統合したシステムであり，

車道を走行することで道路及び周辺空間の点群データを 

 
 
 
 
 

図-1 Trimble MX8 

 

計測することが可能である．本稿ではニコン・トリンブ

ル社製のMMSであるTrimble MX8(図-1)で取得した点群デ
ータを用いた．本システムで取得された点群データには，

位置情報(X,Y,Z)や反射強度値，色情報(RGB値)が情報と
して含まれている．取得した点群データは，PC画面上
にて様々な縮尺での表示や自由な角度からの視点での表

示などが可能であり，歩行者やドライバからの視点の動

画作成など編集が容易であるという特徴を有している． 
 
  
3. 既往研究 
  
 点群データは，様々な視点からの表現が可能であるた

め道路上のドライバや歩行者などの様々な視点位置から

の見通しの検討が可能であると考えられる．点群データ 
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を用いた見通しを対象とした既存研究では，道路単路部

における視距不良箇所の検出を行っており，曲線部にお

ける線形改良に利用されている2)． 
現在，交差点及び周辺の交通事故件数は全体の約半数

を占め，その多くが出会い頭事故となっている．出会い

頭事故の要因として交差点の見通しの悪さが挙げられて

いるため，本稿では交差点付近の見通しの評価手法とし

て，交差点の死角の量に着目して数値化を検討した． 
  
  
4. 見通しの評価方法 
  
 見通しの良し悪しの一概念として本稿では，交差点周

辺の死角の量に着目した．そして，一般車両と大型車両

のドライバの視点を対象として交差点手前の数十メート

ル手前から交差点進入直前までの連続した見通しの評価

を行った．各対象の視点の高さは一般車両のドライバを

高さ1.2m，大型車のドライバを2.4mと設定した3)．これ

らの視点から交差点周辺の付帯物がどのように見え，ど

の程度の死角を含んでいるのかを踏まえ交差点の見通し

の評価を検討した． 
 死角の数値化として，本来付帯物が存在しない場合に

見通せる範囲を可視空間A1とし，現実の可視空間A2との

比によって視野内に占める死角算出する(図-2)．対象交
差点の鳥瞰図及び各ドライバ視点の点群データを図-3に
示す．本稿では，対象交差点の流入部の内，点群データ

密度の高い２流入部A，Bの見通しの評価を行った． 
 
 
5. 見通しの評価結果 
  
 図-4，図-5より，流入部B(以下，B)に対し流入部A(以
下，A)の方が視野内に占める死角の割合が大きくなって
おり見通しが悪いと考えられる．また，車種別では，停

止線直前からでは差がみられないが，5m以上離れた地
点では一般車両の死角が少ないことが確認できる．この

差はAでは最大約5.4%，Bでは約6.3%の差が表れた． 
 これらのことから，様々な視点からの交差点における

死角を求めることにより各流入部での構造上の課題を提

示することが可能であると考えられる． 
  
 
6. まとめ 
  
 本研究では，点群データを用いて，一般車両と大型車

両のドライバ視点からの交差点の死角を数値化すること

で交差点周辺の見通しの評価手法を検討した．その結果，

交差点の流入部毎に連続した見通しの評価を行うことが 

 
 
 
 
 
 

図-2 死角の数値化イメージ 

 

 
 
 
 
 
 
図-3 対象交差点の鳥瞰図とドライバ視点からの点群データ 

 
 
 
 
 
 
 
 

図-4 流入部Aにおける死角の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 

図-5 流入部Bにおける死角の割合 
  
できる可能性があること，交差点周辺では一般車両より

大型車両の死角の割合が高いことを示した． 
 今後は，死角に位置による重み付けを行うことや，見

通しに関するアンケート調査結果等との比較を検討して

いく予定である． 
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